
（１） 平成２1年3月１日 広 報 海 部 東 部 消 防 第5 4号

毎
月
十
九
日
は
『
防
火
の
日
』

　

平
成
二
十
一
年
二
月
か
ら
、
北
分
署

に
高
規
格
救
急
車
（
救
急
救
命
士
が
救

急
救
命
処
置
な
ど
を
行
う
た
め
の
資
器

材
を
積
載
す
る
救
急
自
動
車
）
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

 

最
新
の
資
器
材
を
積
載
し
、
出
動
に

備
え
ま
す
。

 

皆
さ
ん
、
是
非
気
軽
に
見
学
に
お
こ

し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Q クイズに挑戦！クイズに挑戦！
ナ ン バ ー プ レ ー ス

◆ ＵＲＬ http://www.amatobu.-119.jp/ ◆

ご
意
見
板

ご
意
見
板

新型 救急車導新型 救急車導入!新型 救急車導新型 救急車導入!新型 救急車導入!



　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
候
と
な
る

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
た
め
に
、
毎
年
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

特
に
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
平
成
十
五
年
か
ら

六
年
連
続
で
一
千
人
を
超
え
て
お
り
、
極
め
て
深
刻
な

事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
十
六
年
六
月
に

は
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
及
び

維
持
を
義
務
付
け
る
旨
の
消
防
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、

昨
年
の
六
月
一
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
適
用
開
始
と
な

り
ま
し
た
。
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成２１年３月１日 （２）広 報 海 部 東 部 消 防第5 4号

「
火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る
」

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！◆

実施期間：3月1日（日）～7日（土）

平成20年度全国統一防火標語 
「火のしまつ  君がしなくて  誰がする」「火のしまつ  君がしなくて  誰がする」

携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
時
に

発
信
者
の
位
置
情
報
が
わ
か
る
新
シ
ス
テ
ム

１
１
９
番
通
報
時
の
お
願
い

　

こ
れ
ま
で
に
導
入
済
み
の
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
住
民
情
報
を
登

録
（
消
防
情
報
登
録
）
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
か
ら
の
一
般
電
話
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
時
に
、
通
報
場
所
と
住
民
情
報
が
表
示
さ
れ
、
出
動
ま
で
の
時
間
の
短
縮
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
通
報
時
に
は
、
指
令
室
で

は
通
報
場
所
等
の
情
報
は
表
示
さ
れ
ず
、
通
報
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
場
所
等
の
確

認
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
二
十
年
十
月
か
ら
、
「
携
帯
電
話
・

Ｉ
Ｐ
電
話
等
か
ら
の
１
１
９
番
通
報
に
係
る
位
置

情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
、
携
帯
電
話
・

Ｉ
Ｐ
電
話
等
（
一
部
対
象
外
）
か
ら
の
通
報
場
所

等
の
情
報
に
つ
い
て
も
、
指
令
室
で
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
対
象
と
な
る
携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
等
に
つ

　

い
て
は
、
お
使
い
の
各
通
信
事
業
者
に
お
問

　

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
携
帯
電
話
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

　

能
付
が
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
、

　

位
置
情
報
の
誤
差
が
大
き
く
生
じ
ま
す
。

・ 

あ
わ
て
ず
、
は
っ
き
り
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 
位
置
情
報
だ
け
で
は
場
所
が
特
定
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
同

　

 
様
に
、
住
所
や
目
標
と
な
る
建
物
等
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

・ 

運
転
中
の
場
合
は
車
両
を
安
全
な
場
所
に
停
止
し
て
か
ら
、
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

発
信
者
番
号
非
通
知
の
「
１
８
４
」
を
つ
け
て
１
１
９
番
通
報
し
た
場
合
で
も
、
消

    

防
署
の
判
断
に
よ
り
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
等
は
、
位
置
情
報
を
取
得

　

 

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
（
お
問
い
合
わ
せ
先　

海
部
東
部
消
防
署　

〇
五
二
‐
四
四
二
‐
〇
一
一
九
）

★住宅用火災警報器についてお問い合わせの多い取り
　付け位置につきましてご紹介します。

〈天井の場合〉
▼通常の
   壁面からの
　取付位置

▼梁などが
　ある場合の
　取付位置

▼エアコンなどの
　吹き出し口付近の
　取付位置

〈壁面の場合〉

換気扇や
エアコン
の吹き出
し 口 から
1.5ｍ以上
離します。

天井から15
～50㎝以内
に火災警報器
の中心がくる
ように取り付
けます。

火災警報器の
中心を壁から
60㎝以上離
します。

火災警報器の
中心を梁から
60㎝以上離
します。

携帯電話（GPS機能付） IP電話等

文字表示

消防署指令室
地図表示



　

中
学
校
に
お
け
る
進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二

十
年
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
に
か
け
て
、
七
宝
中
学

校
及
び
甚
目
寺
南
中
学
校
か
ら
十
一
名
が
職
場
体
験
学
習

に
来
署
し
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、
愛
知
県
が
推
進
し
て
い
る「
あ

い
ち
・
出
会
い
と
体
験
の
道
場
」
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
組
合
も
協
力
事
業
所
と
し
て
登
録
し
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

七
宝
町
立
七
宝
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

石
塚
省
伍

　

職
場
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
働
く
と
い
う

体
験
を
通
し
て
、
火
災
へ
の
対
応
の
難
し

さ
を
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
ホ
ー
ス
延
長
と
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
も

や
い
結
び
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
は
普
段
の
生
活
に
も
活
用
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
し
っ
か
り
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ス
で
水
を
放
つ
作
業
は
、
防
火
服
を

着
装
し
て
の
作
業
で
、
も
の
凄
く
暑
く
辛

か
っ
た
で
す
。
防
火
服
は
重
か
っ
た
の
で

ボ
ン
ベ
を
担
い
で
階
段
な
ど
上
っ
た
ら
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
体
験
し
た
こ
と
を
実
生
活
に
生
か

し
て
、
将
来
職
業
に
就
く
と
き
の
指
針
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 　

甚
目
寺
町
立
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

籏　

美
紗
季

　

職
場
体
験
学
習
の
中
で
特
に
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
と
て
も
「
ビ

シ
ッ
！
」
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
大

き
く
は
っ
き
り
と
し
た
声
や
、
堂
々
と
し

た
立
ち
姿
が
と
て
も
格
好
良
い
と
思
い
ま

し
た
。
さ
す
が
消
防
士
さ
ん
だ
と
思
い
感

動
し
ま
し
た
。
で
も
、
休
憩
の
と
き
は
、

皆
さ
ん
と
て
も
優
し
く
て
面
白
く
て
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

消
防
署
で
私
が
学
ん
だ
こ
と
は
、
人
を

思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
消
防
士

と
い
う
仕
事
は
、
人
々
の
た
め
に
自
分
の

体
を
張
っ
て
助
け
る
仕
事
な
の
で
、
人
を

思
い
や
る
心
が
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。
私
も
た
く
さ
ん
の
人
を

思
い
や
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
年
中
消
防
行
政
に
ご
尽

力
さ
れ
た
個
人
・
団
体
の
方
々
に
対
し
左
記

の
と
お
り
表
彰
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

消
防
協
力
表
彰

　
　

甚
目
寺
町
大
字
栄　

様

　
　
　

五
年
間
無
火
災
の
功
労

　
　

海
部
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

様

　
　
　

消
防
防
災
事
業
協
力
へ
の
功
績

　

特
別
表
彰

　
　

加
藤　

裕
康　

様

　
　
　

防
火
思
想
普
及
啓
発
へ
の
功
績

　
　

（
消
防
車
両
の

　
　
　
　
　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
制
作
）

★
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
は
、
当
組
合
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

　

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
下
さ
い
。

　

も
よ
り
の
消
防
署
で
も
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
春
恒
例
と
な
り
ま
す
平
成
二
十
一
年

消
防
出
初
式
が
、
一
月
六
日
（
火
）
に
七

宝
町
立
七
宝
北
中
学
校
に
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
愛
知
県

海
部
県
民
セ
ン
タ
ー
長
を
初
め
と
す
る
多

数
の
方
々
の
ご
来
臨
を
賜
る
と
と
も
に
、

特
別
参
加
と
し
て
、
七
宝
町
女
性
消
防
ク

ラ
ブ
、
大
治
町
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
、
海
部

東
部
消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
愛
知
県
防
災

航
空
隊
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
挙

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
職
員
一
同
こ
の
出
初
式
で
誓
っ

た
「
地
域
の
安
心
・
安
全
確
保
」
に
向
け

て
一
丸
と
な
り
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（３） 平成２１年３月１日 広 報 海 部 東 部 消 防 第5 4号

「
火
は
見
て
る　

あ
な
た
が
離
れ
る　

そ
の
時
を
」

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！◆

「火のしまつ  君がしなくて  誰がする」

平
成
二
十
一
年

消
防
出
初
式

感
想
紹
介

職
場
体
験

学
習



大地震が発生し、家屋内にとどまることが危険な状態
になった場合は、すばやく避難する必要があります。
「まだ大丈夫」と思うのではなく、少しでも危険を察知
したら早めに避難するようにしましょう。

◆完全保存版◆

平成２１年３月１日 （４）広 報 海 部 東 部 消 防第5 4号

「
消
さ
な
い
で　

あ
な
た
の
心
の　

注
意
の
火
」

◆ 3月1日から7日まで　春の火災予防運動 ◆

●市町村、警察署、消防署、
　自主防災組織から
　避難の連絡・指示があったとき。

●洪水、津波、土石流、がけ崩れ、
   地すべりなどの恐れがあるとき。

●避難する前に、もう一度火の元を
　確かめ、ガスの元栓、電気の
　ブレーカーを切る。

●避難はできるだけ指定された
　避難場所へ。

●ヘルメットや防災ずきんをかぶる。

●軍手や手袋をはめる。

●長そで、長ズボンを着用する。材質は
　燃えにくい木綿製のものがよい。

●できるだけ近所の人たちと集団で
　避難し、高齢者や子どもの手を
　しっかりと握って誘導する。

●山間部などで一部地域を
　除いて、避難は必ず徒歩で。
　車やオートバイの使用は厳禁。

OFF!

OFF!

●家に、避難先や安否情報を
　書いたメモを残しておく。

公
園
に

避
難
し
て

い
ま
す
。

避
難
場
所

職場に防災グッズを用意

●避難場所へ移動する
　ときは、狭い道、塀のそば、
　川べりを避ける。

●自宅で火災が発生し、
　火が天井まで燃え移ったとき。
●近隣で火災が発生し、
　延焼する恐れがあるとき。

●高齢者など避難に時間が
　かかる人は、避難準備（要援護
　者避難）情報が出たとき。

●建物が倒壊する危険性が
   あるとき。

●危険物が爆発する恐れが
   あるとき。

避難のタイミング

安全に避難するポイント

避難するときはこんな服装 帰宅困難に備えた準備を

避難行動編

●非常持出品はリュッ
　クサックに入れて背
　負えるようにし、両手
　を使えるようにする。

携帯ラジオ、ヘルメット、スニーカー、懐
中電灯、飲料水、食料、革手袋、地図、
寒暖対策用品（携帯カイロ、帽子）など。

帰宅地図を用意
あらかじめ自分なりの帰宅地図を用意し
ておく。災害の状況によっては、道路が
通行不能になる場合もあるので、複数
のルートを決めておく。

昼間人口が多い都市部で大地震が発生した場合、交
通機関の途絶によって自宅に戻れない「帰宅困難者」
になる恐れもあります。勤務先や学校から徒歩で帰宅
することを想定した準備をしておきましょう。

●靴は底が厚く丈夫
　で、はき慣れたもの
　をはく。

第3回 災害に備えて！第3回 災害に備えて！第3回 災害に備えて！



（５） 平成２１年３月１日 広 報 海 部 東 部 消 防 第5 4号

「
あ
な
た
で
す　

火
の
あ
る
く
ら
し
の　

見
は
り
役
」

◆ 3月1日から7日まで　春の火災予防運動 ◆

災害時要援護者へも心配り

高齢者・傷病者

肢体の不自由な人

耳の不自由な人

初期消火の３原則

●援助が必要なときは、
　複数の人で対応する。

❶安全ピンを
　上方に引き抜く

❷ホースをはずして
　火元に向ける

❸レバーを強く握って
　噴射する

●急を要するときは、ひ
　もなどで背負い安全
　な場所まで避難する。

①　早く知らせる ②　早く消す

消火器の使い方を覚えておこう！

③　早く逃げる

●「火事だー！」と大声を出し、隣
　近所に知らせる。声が出なけれ
　ば、音の出るものをたたいて異
　変を知らせる。

●消火器や水などで消せるのは、
　炎がカーテンなどの立ち上がり
　面に移っ
　た状態ま
　でが限度。

●どんな小さな火でも１１９番に
　通報する。

●電話機のそばに自宅住所・電話
　番号・近
　くの目標
　になる建
　物などの
　メモを置
　いておく。

●車椅子は、階段では必ず２人以上、できれば３～４ 
　人で援助する。
●階段を上るときは前向きに、下りるときは後ろ向きに
　して恐怖感を与えないようにする。
●とっさの脱出、避難の際に要救援者１人に対して、
　救援者が２人以上いるとは限らない。ひもなどで背
　負い、要救援者の両手は自由がきくようにする。

●話をするときはまっすぐ顔を向け、
　口はなるべく大きく動かして話す。
●筆談（筆記法）は手のひらに指先
　で文字を書くやり方でもよい。

●とっさのときは、身振り手振
　りで話しかけ、孤立させない
　ようにする。
●旅先では非常口の確認を。

目の不自由な人

外国人・旅行者

●杖を持った人の手はとらない。
●手先や手首を持たないでひじの
　あたりに軽く触れて、ゆっくり歩く。
●方向や目の前の位置などは、時
　計の文字盤の位置を想定して
　伝える。

 災害時要援護者（一人暮らしや寝たきりなどの高齢者、身体的、知的な障害者を有する人など）に対する援助も必要で
す。災害が発生した場合、情報把握、避難、生活の確保などの活動を、的確かつ迅速に行いにくい立場に置かれてしまい
ます。私たち一人ひとりがお互いに協力し合い、地域が一丸となって積極的な支援を行えるよう心がけましょう。

第3回 災害に備えて！第3回 災害に備えて！

●炎が天井に届いてしまったら、
　迷わず避難する。
●服装や持ち物にこだわらず一刻
　も早い避難を。
●一度逃げたら絶対に戻らない。
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｢

火
は
消
し
た
？　

い
つ
も
心
に　

き
い
て
み
て｣

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！ ◆

愛
知
県
防
災
航
空
隊
と
の

合
同
水
難
救
助
訓
練

平
成
二
十
年
度

防
火
作
品

普
通
救
命
講
習
・　
　
　
　
　

上
級
救
命
講
習
の
ご
案
内

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
先

海
部
東
部
消
防
本
部　

消
防
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
‐
四
四
二
‐
一
六
〇
五

　　

平
成
二
十
年
九
月
十
七
日
（
水
）
に
甚

目
寺
町
地
内
庄
内
川
河
川
敷
一
帯
（
平
山

学
園
庄
内
川
グ
ラ
ン
ド
）
に
お
い
て
愛
知

県
防
災
航
空
隊
（
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）

と
海
部
東
部
消
防
署
と
の
合
同
水
難
救
助

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
に
よ
り
、
水
難
事
故
時
の
航

空
連
携
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
各

種
災
害
時
に
お
け
る
更
な
る
対
応
能
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　　

平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
（
土
）
十
時

三
十
分
か
ら
名
古
屋
市
中
区
役
所
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「
平
成
二
十
年
度
防
火
作
品
表

彰
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
防
火

作
品
は
、
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
関
心
を

深
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
広
く
住

民
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
予

防
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
当
管

内
に
て
一
名
の
児
童
が
入
選
、
三
名
の
児

童
が
入
賞
し
、
入
選
者
の
岩
山
実
希
さ
ん

が
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

習
字
の
部

　

愛
知
県
知
事
賞
（
入
選
）

　

全
国
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
運
営
指
導

　
　
　
　
　
　

協
議
会
愛
知
県
支
部
長
賞

　

甚
目
寺
町
立
東
小
学
校

　
　
　
　

六
年　
　

岩
山　

実
希　

さ
ん

　

六
分
間
に
尊
い
命
を
救
え
る
の
は
、
今

そ
こ
に
い
る
「
あ
な
た
」
だ
け
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
立
つ
応
急
手
当

を
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
こ
の
講
習
に
は
駅
や
公
共
施
設

で
よ
く
見
か
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
の
使
い
方
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
是
非
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所

　

七
宝
町
大
字
遠
島

　
　
　
　
　
　
　

字
十
坪
一
一
九
番
の
一

　

海
部
東
部
消
防
本
部

対
象
者

　

海
部
東
部
四
町
（
七
宝
町
・
美
和
町
・

甚
目
寺
町
・
大
治
町
）
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
で
満
十
五
歳
以
上
の
方

申
込
要
領

　

消
防
本
部
・
消
防
署
・
各
分
署
の
窓
口

に
て
各
開
催
の
申
込
期
間
内
に
受
け
付
け

ま
す
の
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。　

そ
の
他　

　

講
習
及
び
資
料
の
費
用
は
無
料
で
す
。

※
二
十
一
年
度
は
、
上
級
救
命
講
習
を
二

　

回
、
普
通
救
命
講
習
を
六
回
実
施
し
ま
す
。

※
受
講
者
人
数
は
最
大
十
五
名
ま
で
と
し

　

ま
す
。

　
◆
身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当
◆

　

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
約

六
分
か
か
り
ま
す
。
そ
の
間
、
心
臓
や
呼

吸
が
止
ま
っ
た
人
を
放
置
す
れ
ば
救
命
率

が
極
め
て
低
く
な
り
ま
す
。
突
然
、
あ
な

た
の
家
族
の
誰
か
が
「
心
肺
停
止
状
態
」

に
な
っ
た
ら
…
あ
な
た
は
、
ど
う
し
ま
す

か
？講習の種類

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

上級救命講習

普通救命講習

上級救命講習

３ｈ

３ｈ

３ｈ

３ｈ

３ｈ

８ｈ

３ｈ

８ｈ

  4月26日（日）１３時～

  ５月２４日（日）１３時～

  ６月２８日（日）１３時～

  ７月２６日（日）１３時～

  ９月２７日（日）１３時～

１０月２５日（日）８時３０分～

１１月２２日（日）１３時～

  ２月２８日（日）８時３０分～

４月６日（月）～４月１９日（日）

５月７日（木）～５月１７日（日）

６月８日（月）～６月２１日（日）

７月６日（月）～７月１９日（日）

９月２日（水）～９月１６日（水）

１０月５日（月）～１０月１８日（日）

１１月４日（水）～１１月１５日（日）

２月８日（月）～２月２１日（日）

時間 講習日時 受付期間

吊上げ救助

救助用舟艇の活用

指揮隊による部隊の統制
県防災ヘリと救急隊との連携
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「
そ
の
油
断　

火
か
ら
炎
へ　

災
い
へ
」

◆ 住宅用火災警報器を設置しましょう！ ◆

 

防
火
管
理
講
習
会
の
ご
案
内

消
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

イ
ラ
ス
ト
募
集
！

お
問
い
合
わ
せ
お
申
し
込
み
先

海
部
東
部
消
防
本
部　

予
防
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二
‐
四
四
二
‐
一
五
一
三

　

消
防
法
第
八
条
で
は
、
店
舗
や
事
業
所

な
ど
の
用
途
と
し
て
政
令
で
定
め
る
防
火

対
象
物
そ
の
他
多
数
の
者
が
出
入
し
、
勤

務
し
、
又
は
居
住
す
る
一
定
人
数
以
上
の

収
容
人
員
を
有
す
る
場
合
は
、
そ
の
管
理

権
原
者
に
防
火
管
理
の
責
任
者
「
防
火
管

理
者
」
の
選
任
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

防
火
管
理
講
習
は
、
こ
の
「
防
火
管
理

に
関
す
る
資
格
」
を
取
得
す
る
た
め
の
講

習
で
す
。

対
象
者

　

海
部
東
部
四
町
（
七
宝
町
・
美
和
町
・

甚
目
寺
町
・
大
治
町
）
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方

申
込
要
領

　

消
防
本
部
予
防
課
の
窓
口
に
て
各
講
習

会
の
受
付
期
間
内
に
受
け
付
け
ま
す
の
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

そ
の
他

　

講
習
及
び
テ
キ
ス
ト
等
の
費
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
講
習
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
お
申
し
込
み
の
際
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

※
防
火
管
理
者
の
選
任
を
怠
る
と
罰
せ
ら

　

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（
六
月
以
下

　

の
懲
役
・
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
）

　

迫
り
く
る
地
震
及
び
そ
の
他
の
災
害
に

対
し
て
消
防
機
関
と
連
携
し
て
被
害
の
軽

減
、
拡
大
防
止
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

資　

格　

　

七
宝
町
、
美
和
町
、
甚
目
寺
町
及
び
大

治
町
在
住
の
者
で
、
十
八
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
の
健
常
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

活
動
い
た
だ
け
ま
す
。

　

消
防
に
関
す
る
イ
ラ
ス
ト
や
季
節
を
感

じ
さ
せ
る
イ
ラ
ス
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
絵
を
使
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
で

救急出動件数

救助出動件数

一日平均（件）建物火災

搬送人員数車両火災

3 救助その他の火災

2 救急

平成20年 消防概況 （平成20年1月1日～12月31日）
1 火災

平成20年 前　年 増　減

前　年 増　減

58 77 －19

34

平成20年前　年 増　減平成20年
4,225 4,551 －326－135239

－32421

－275

011
－82113

－３1512

57,86438,33596,199
（調査中を除く）

合　計
火
災
件
数

死
傷
件
数

死　者

負傷者

3,948 4,281 －333
11.5 12.4 －0.9

38 －4救助人員数損害額（千円）

講習の種類
甲種防火管理講習会
（海部東部消防）

6月1日（月）・2日（火）
8時30分～16時20分

7月7日（火）
8時30分～16時20分

8月7日（金）
8時40分～11時50分
10月6日（火）・７日（水）
9時10分～16時30分
10月14日（水）

8時50分～16時40分

乙種防火管理講習会
（海部東部消防）
甲種防火管理再講習会
（海部地方）

甲種防火管理講習会
（海部地方）

乙種防火管理講習会
（海部地方）

講習日時 講習受付

4月13日（月）～5月15日（金） 海部東部消防本部

海部東部消防本部5月18日（月）～6月19日（金）

5月18日（月）～6月19日（金）

8月3日（月）～8月31日（月）

8月3日（月）～8月31日（月）

会　場

未　定

未　定

未　定
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「
消
す
心　

置
い
て
く
だ
さ
い　

火
の
そ
ば
に
」

発行/海部東部消防本部　愛知県海部郡七宝町大字遠島字十坪119番の1　Tel.052-442-0119　<E-mail>afdinfo@k9.dion.ne.jp

★  

地
震
発
生
時
の
現
場
で
の
対
応
が

　

イ
ラ
ス
ト
入
り
で
よ
く
理
解
で
き
ま

　

し
た
。
た
だ
、
発
生
時
に
と
っ
さ
の

　

行
動
が
で
き
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

　

あ
る
こ
と
か
ら
、
理
解
す
る
だ
け
に

　

留
め
ず
、
常
日
頃
か
ら
色
々
と
想
定

　

し
た
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

　
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

美
和
町　

Ｙ 

・ 

Ｙ 

★　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
熱
感
知
器

　

を
台
所
に
、
煙
感
知
器
を
寝
室
に
設
置

　

し
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
で
安
心
で
は
な
く

　

火
の
始
末
を
確
実
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

大
治
町　

Ｈ 

・ 

Ｔ

★　

い
よ
い
よ
今
年
も
残
り
わ
ず
か
と

　

な
り
ま
し
た
。
寒
く
な
っ
て
暖
房
器

　

具
を
使
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
慌

　

た
だ
し
い
中
で
も
火
の
元
の
確
認
だ

　

け
は
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

施
錠
は
忘
れ
て
も
、
火
の
用
心
だ
け

　

は
忘
れ
な
い
！
で
す
。
空
気
の
乾
燥

　

は
お
肌
に
も
注
意
〜
で
す
ね
。　

             

　
　
　
　
　
　

甚
目
寺
町　

Ｈ 

・ 

Ｊ

★　

こ
の
頃
、
呆
れ
返
る
よ
う
な
事
で

　

救
急
車
を
呼
ぶ
人
が
増
え
て
い
る
と

　

テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
病
院
情
報
提

　

供
サ
ー
ビ
ス
の
地
元
の
電
話
番
号
を

　

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
ら
今
月
号

　

に
載
っ
て
い
た
の
で
大
助
か
り
で
す
。

　
　

よ
く
わ
か
る
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
お

　

き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

甚
目
寺
町　

Ｉ 

・ 

Ｙ

★　

新
規
採
用
さ
れ
た
方
々
の
顔
が
と

　

て
も
キ
リ
ッ
！
と
し
て
い
て
、
と
て

　

も
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

　

ら
キ
ツ
イ
訓
練
の
毎
日
だ
と
思
い
ま

　

す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　
　

美
和
町　

Ｉ 

・ 

Ｓ

　
　

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と

　

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１　縦９列、横９列のそれぞれの列に、１～９の数字がひとつ
　　ずつ入ります。
２　太い線で囲まれた３×３のブロックにも、１～９の数字
     がひとつずつ入ります。
３　縦・横及びブロック内で、同じ数字が重複して入ること
     はありません。

QQ クイズに挑戦！クイズに挑戦！クイズに挑戦！

賞品　　 正解者には記念品をプレゼント
　　　　 （多数の場合は、抽選で２０名）
締切り  　4月24日（金）当日消印有効
発表　    賞品の発送をもって発表とします。
あて先    〒４９７－０００２　
　　　　 海部郡七宝町大字遠島字十坪１１９番の１
　　　　 海部東部消防組合消防本部予防課まで問題：「ナンプレメイト」（マガジン・マガジン刊）より

※裏面の内容にご注意いただき、切り取って
　ハガキに貼ってご応募いただいても結構です。

★問題★

※ハガキの裏面に答えと住所・氏名・電話番号の他、広報
誌や消防に対するご意見を明記の上、応募してください。
お待ちしております。

ナ ン バ ー プ レ ー スナ ン バ ー プ レ ー スナ ン バ ー プ レ ー スナ ン バ ー プ レ ー スナ ン バ ー プ レ ー ス

ポイント

★53号の応募者79名、正解者77名でした。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

広
報
に
対
す
る
ご
意
見
の
紹
介

●ルールと第53号の答え●
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板
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新型 救急車導入!新型 救急車導入!
数字が重複しないよう
に気を付けて、分かる
ところからうめていけ
ば必ず解けます。

キ
リ
ト
リ


